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池上 一希
Managing Director

日系自動車メーカーでア
ジア・中国の事業企画を
担当。2007年に当社入
社。大企業向けの欧米、

中国、アセアン市場での事業戦略構築案件
を中心に活動。18年2月より現職。バンコク
を拠点に東南アジアへの日系企業の進出戦
略構築、実行支援、進出後企業の事業改善
等のテーマに取り組む。

韓国で大学卒業後、主に
米国系事業会社にて営
業支援、人事、マーケティ
ングなどを経験。2006年

に渡日、一橋大学大学院にてMBA取得後、日
系大手事業会社で人事、国際業務、新規事
業企画などを歴任。15年よりタイに移住、日系
企業タイ現地法人にてマーケティング、人事、
その他管理全般を経験。18年に当社入社。
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Senior Consultant

MU Research and Consulting (Thailand) Co., Ltd.
キム　フンジョン

変貌を遂げるアジアの

コングロマリット
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【事業概要】 タイおよび周辺諸国におけるコンサルティング、リサーチ事業等
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タ
イ
財
閥
の
成
り
立
ち
と
特
徴

　
ま
ず
周
辺
国
と
の
比
較
で
見
た
タ
イ
財
閥

の
位
置
付
け
に
つい
て
解
説
す
る（
図
表
１
）。

　
タ
イ
は
歴
史
的
に
ほ
と
ん
ど
が
華
僑
系
の

民
間
企
業
で
あ
る
。例
え
ば
タ
イ
証
券
取
引

所（
Ｓ
Ｅ
Ｔ
）に
上
場
す
る
企
業
の
約
75
%
が

フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、タ
イ
の
国
内

総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）の
80
%
以
上
も
占
め
る
ほ

ど
存
在
感
を
持
って
い
る
。

　
歴
史
的
に
も
タ
イ
と
中
国
の
繋
が
り
は
緊

密
で
、13
世
紀
の
ス
コ
ー
タ
イ
王
朝
の
時
代
よ

り
中
国
商
人
の
往
来
や
移
住
な
ど
が
活
発

だ
っ
た
。

　
タ
イ
の
華
人
系
人
口
に
つ
い
て
は
、Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
次
い
で
7
0
0 

域
内
投
資
を
手
掛
け
て
き
た
サ
イ
ア
ム
セ
メ

ン
ト
グ
ル
ー
プ（
S
C
G
）は
代
表
的
な
事
例

で
あ
る
。

　
S
C
G
は
19
年
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
企
業
で
あ
るPT Fajar Surya W

isesa 
T
bk

の
株
式
55
%
を
６
億
６
５
０
０
万
米
ド
ル

で
買
収
し
同
国
への
事
業
強
化
を
図
っ
た
。17

年
に
地
場
の
建
材
企
業
を
買
収
す
る
な
ど
、

最
も
力
を
入
れ
て
い
る
国
の一つ
で
あ
る
ベ
ト
ナ

ム
に
は
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
造
成
し
て

お
り
、22
年
稼
働
開
始
を
目
標
に
19
年
か
ら

22
年
に
か
け
て
約
56
億
米
ド
ル
の
投
資
を
計

画
し
て
い
る
。

　
ま
た
、タ
イ
最
大
の
小
売
財
閥
で
あ
る
セ
ン

ト
ラ
ル
グ
ル
ー
プ
も
、16
年
に
ベ
ト
ナ
ム
小
売
り

大
手Big C

を
11
億
４
０
０
０
万
米
ド
ル
で
買

収
す
る
な
ど
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

タ
イ
の
主
要
財
閥
の
概
観

　
具
体
的
な
タ
イ
財
閥
の
顔
ぶ
れ
に
つ
い
て

は
、世
界
の
上
位
公
開
企
業
２
０
０
０
社
を

順
位
付
け
し
たForbes Global 2000

が
有

益
な
情
報
源
と
な
る（
図
表
２
）。今
年
５
月

に
発
表
さ
れ
た
21
年
版
で
は
、タ
イ
か
ら
ラ
ン

ク
イ
ン
し
た
企
業
は
14
社
と
な
っ
た
。

　
周
辺
国
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
財
閥
同
様
、金
融

系
が
約
４
割
を
占
め
構
成
比
が
高
い
点
は
共

通
し
て
い
る
が
、国
営
の
資
源
最
大
手
の
Ｐ
Ｔ

Ｔ
が
ト
ッ
プ
を
維
持
し
、王
室
系
の
Ｓ
Ｃ
Ｇ
や

タ
イ
商
業
銀
行（
Ｓ
Ｃ
Ｂ
）が
上
位
に
あ
り
、

ま
た
タ
イ
を
代
表
す
る
食
品・小
売
大
手
の

Ｃ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
が
躍
進
し
た
こ
と
が
特
徴
と
い

え
る
。

出所：ArayZ、Forbes.comよりMURC作成 出所：JETRO、各種情報を元にMURC作成

注1　市場価値は株価収益率（Price-to Earning Ratio）、価格対売上比率（Price-to-Sale Ratio）、株主資本利益率（ROE）など、多数の指標と倍数を使用
して評価されるもので、発行済株式数に現在価格を掛け算して算出する時価総額と異なります

注2　2021年ランクインした各国の企業数は、日本215社、中国291社、シンガポール6社、インドネシア6社、マレーシア8社、フィリピン６社、ベトナム5社など

Forbes Global 2000のタイ企業順位比較　

ランク上昇あるいは維持
ランク下落

※1　2020年数値
※2　2016年と2021年の比較値
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図表2 各国の財閥概要とアジア財閥の事業展開の特性図表１
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万
〜
1
0
0
0
万
人
存
在
す
る
と
推
定
さ

れ
、タ
イ
の
食
品・小
売
り
を
主
と
す
る
有
力

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
チ
ャ
ロ
ン・ポ
カ
パ
ン（
C
P
）

グ
ル
ー
プ
は
、そ
の
ル
ー
ツ
を
辿
る
と
潮
州
系

で
あ
る
。

　
同
様
に
主
要
財
閥
は
、大
半
の
出
身
が
中

国
南
岸
部
に
集
中
し
て
い
る
な
ど
の
特
徴
が

あ
り
、中
国
の
政
財
界
と
の
人
脈
が
太
い
財

閥
も
多
い
。

　
２
点
目
は
海
外
展
開
、特
に
A
S
E
A
N

域
内
への
投
資
に
積
極
的
で
あ
る
点
で
あ
る
。

タ
イ
国
内
市
場
が
飽
和
し
、自
社
の
競
争
力

維
持
の
た
め
に
も
ベ
ト
ナ
ム
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

な
ど
潜
在
市
場
への
展
開
が
、今
後
の
伸
び
し

ろ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
中
で
も
２
０
１
０
年
代
に
入
り
積
極
的
に

　タイをはじめとするアジア各国で絶大な影響力を
持つ財閥系コングロマリット。足元のコロナ禍、東南
アジアを代表する企業の勢力図や経営方針はどの
ように変化しているのか、RCEPを見据えた域内で
の競争力向上をどのように実現させようとしているの
かなど、本連載では解説していく。第1回目はタイ財
閥企業の全体像および特徴について取りまとめる。

　
本
ラ
ン
キ
ン
グ
圏
外
の
企
業
名
な
ど
を
見

て
も
業
種
別
に
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、タ

イ
が「
ア
ジ
ア
の
食
卓
」と
い
う
別
名
を
持
つ

だ
け
あ
り
、前
述
の
Ｃ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め

ベ
タ
グ
ロ
な
ど
農
業
、食
品・飲
料
由
来
の
コ
ン

グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
が
多
く
見
ら
れ
る
点
も
特
徴

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、近
年
は「
中
進
国
の
罠
」か
ら
の
脱

却
を
図
る
タ
イ
政
府
の
産
業
高
付
加
価
値

化
の
施
策
に
リ
ン
ク
し
、「T

hailand 4.0

」な

ど
の
政
策
に
連
動
し
た
注
力
分
野
へ
の
投
資

も
見
ら
れ
る
。
特
に
E
V
、デ
ジ
タ
ル
、

I
o
T
な
ど
の
事
業
に
参
入
す
る
動
き
が

多
く
見
ら
れ
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。 

　
次
回
連
載
は
こ
れ
ら
タ
イ
財
閥
に
お
い
て

不
動
の
ト
ッ
プ
を
維
持
し
て
い
る
P
T
T
グ

ル
ー
プ
を
中
心
に
動
向
の
整
理
を
行
う
。
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ポイント ★ 金融はじめ資本拠点は香港・シンガポール
★ 特に華人系財閥を中心に近年は中国・ASEAN域内への投資を積極化

・ 大半は華僑系民間企業
・ 川上から川下へ展開し、石
化、小売、飲料等、付加価値
産業を推進

・ 地理的な利点で周辺国への
展開が活発で、ASEAN周辺
国を中心に外資企業との提
携などにより海外事業展開
を推進

タイ
・ 華人系企業が金融・不動産・
食品・流通などの内需市場
の大半を占有している

・ 石油・パームオイルなどの資
源系企業の輸出依存型経済
から製造・サービス主導の産
業構造に変えるべく、政府・
企業ともに第4次産業、IT分
野に投資拡大

マレーシア
・ 不動産や金融をコア事業と
する財閥が上位に位置

・ 同国のハブ機能、税制優遇
を踏まえてインドネシアをは
じめとして有力財閥が本社
機能を移管している

・ 近年は、海外不動産投資や
Fintech企業等スタートアッ
プ支援を推進

シンガポール
・ 大規模企業は国営企業が占
めていたが、2021年で上場
企業約750社（2005年25社
程度）に拡大する等、民営化
が推進

・ Vin Group等の民間コング
ロマリットが台頭。スマート
フォンや自動車（EV等）の
“国産”へのシフトに注力

ベトナム

・ 福建省出身の華人系財閥
や、スペイン系財閥の存在が
特徴的

・ ドゥテルテ政権発足後、ODA
はじめ中国のインフラ分野で
のプレゼンスが拡大。華人系
財閥が通信分野やエネル
ギー分野でも中国企業との
合弁や提携などを推進

フィリピン
・ 軍政との強固な関係を築く
財閥企業がミャンマー経済
の主役

・ 直近はガソリン、建設、ブ
ロードバンド需要に対応する
動きは堅調で日本、タイなど
周辺国、欧州企業などの合
弁で小売・卸売分野が活発
化する動きがあったがクーデ
ターで止まっている状況

ミャンマー
・ 不動産・開発を主とするコン
グロマリットが多数

・ 中国市場拡大の影響で、物
流・金融の拠点としての影響
力は低下傾向

香港
・ 華人財閥系企業グループ、
大規模国営企業が市場の大
半を占める

・ プランテーションを中心とし
た農業分野、交通インフラ強
化に続き、デジタル化を推進
する動きも目立つ

・ 香港、マレーシア、シンガ
ポールなどに拠点を移し資
金調達を行う企業も

インドネシア

変貌を遂げるアジアのコングロマリット
変貌を遂げるアジアの

コングロマリット



PTT自社事業川上（グループ子会社） 川下（グループ子会社）
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MU Research and Consulting（Thailand）Co., Ltd.

・ 2021年に市場参入、2030年には8GWまで拡大
・ 優先対象国：インド、中国、ベトナム、台湾

未来型エネルギーにシフト 新規領域への参入

再生可能エネルギー ライフサイエンス領域

その他開拓すべき領域

・ EVサービスプラットフォーム及びEV生産
・ 2030年まで充電場所200ヵ所確保

電気自動車のVC構築

・ EVバッテリー工場、スマートグリッド、AI

蓄電及びスマートエネルギー
プラットフォーム

・ カーボンニュートラルエネルギー会社への
     シフト

物流　  ｜　モビリティー&ライフスタイル
新素材  ｜　AI・ロボティクス・デジタル

水素エネルギー開発

1．製薬分野
・ タイ初のがん治療剤生産工場設立
・ M&A機会を探索

2．高機能栄養分野
・ 生産技術導入
・ 植物など自然食材にフォーカス

3．医療用機器分野
・ 傷治療のためのバイオセル技術開発
・ 医療用マスク・手袋や防挨マスクなど

（出所）同社Investor Update資料を基にMURC作成

PTTグループの事業拡大戦略　図表１

事
業
か
ら
の
依
存
度
を
下
げ
て
い
く
こ
と
も
狙
い
と
し

て
含
ま
れ
て
い
る
。こ
の
実
現
の
た
め
、21
年
か
ら
30
年

ま
で
の
投
資
の
80
％
は
既
存
事
業
に
、10
％
は
未
来
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
、残
り
の
10
％
は
新
規
領
域
の
開

発
に
配
分
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
中
核
事
業
に
つ
い
て
は
、川
上
の
資
源
開
発
部
門
で

積
極
的
に
海
外
投
資
を
行
い
、特
に
L
N
G
に
お
い
て

は
地
域
ハ
ブ
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

　
直
近
で
も
オ
マ
ー
ン
や
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
油
田
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
投
資
す
る
な
ど
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。な
お
、川
下
の
小
売
事
業
で

も
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
付
設
カ
フ
ェ
か
ら
始
ま
っ
たC

afé 
A
m
azon

を
ベ
ト
ナ
ム
で
展
開
す
る
な
ど
、海
外
で
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
拡
大
に
注
力
す
る
。

成
長
分
野
で
は
提
携
を
積
極
活
用

　
未
来
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
関
す
る
取
り
組
み
で

は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
海
外
展
開
、電
気
自

動
車
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
構
築
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開

発
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
事
業
推
進
に
つ
い
て
は
他
社
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
積
極
活
用
す
る
。そ
の一例
と
し
て
今
年
５
月
に
台
湾

の
大
手
電
子
メ
ー
カ
ー
鴻
海
科
技
集
団（Foxconn

）と

電
気
自
動
車
及
び
部
品
生
産
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
に

対
す
る
覚
書
を
交
わ
し
た
。

　
ま
た
、新
規
領
域
へ
の
参
入
に
つ
い
て
は
、ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
分
野
へ
の
参
入
を
図
っ
て
い
る
。そ
の
中
心
に

あ
る
会
社
が
、昨
年
12
月
に
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
事
業

会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
たInnobic (A

sia) Co., Ltd.

で
あ
る
。

　
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
子
会
社
を
中
心
に
製
薬・医
療
機

器・機
能
性
食
品
な
ど
の
展
開
を
進
め
て
い
く
方
針
。

同
社
に
と
っ
て
新
規
分
野
と
な
る
た
め
外
部
と
の
協
業

は
必
須
で
あ
り
、台
湾
の
製
薬
大
手Lotus Pharm

a-

ceutical

社
に
出
資（
株
式
６・6
6
％
、約
５
０
０
０
万

米
ド
ル
）、A
S
E
A
N
市
場
への
攻
略
を
目
標
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。

　
ま
た
今
年
４
月
に
は
P
T
T
の
グ
ル
ー
プ
子
会
社
で

石
油
化
学
事
業
を
手
掛
け
て
い
る
I
R
P
C
と
グ
ル
ー

プ
内
で
合
弁
会
社
を
設
立
、不
織
布
マ
ス
ク
や
医
療
用

消
耗
品
を
生
産・販
売
す
る
。

　
５
月
に
は
、ジ
ャッ
ク
フ
ル
ー
ツ
か
ら
た
ん
ぱ
く
質
を
抽

出
す
る
ベン
チ
ャ
ー
企
業N

R Instant Produce PCL.

に
３
億
バ
ー
ツ
の
投
資
を
発
表
し
、22
年
の
年
末
に
は
稼

働
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、既
存
事
業
で
は
ア
セ
ア
ン
の
ハ
ブ
を
目

指
す
と
と
も
に
、伝
統
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
留
ま

ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
レ
ン
ド
へ
の
積
極
的
な
対
応
や
、今

ま
で
手
掛
け
て
い
な
か
っ
た
新
規
領
域
に
対
し
て
も
内

外
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
挑
戦
し
続
け
て
い
く
こ
と
で
、今
後

も
タ
イ
最
大
企
業
と
し
て
の
立
ち
位
置
を
盤
石
に
し

て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

時価総額
バ
ー
ツ2兆6,630億

総売上

１兆6,157億 バ
ー
ツ

（出所）同社Investor Update資料を基にMURC作成 *2020年12月末時点

天然ガス

貿易

技術・エンジニアリング
石炭

・ 中核企業：PTT EP
・ 世界15ヵ国にて原油・天然ガスの
　 油田開発

液化天然ガス

探査及び生産

・ 中核企業：PTT LNG
・ LNGのバリューチェーン、設備

・ 中核企業：PTT GM（インドネシア）
・ 石炭採掘

・ パイプライン4ヵ所
・ 分離プラント6ヵ所
・ ガス調達及び販売

・ 原油調達
・ 輸出入
・ 中国・シンガポール・UAE・
　 イギリス・米国に海外事務所を構える

・ エンジニアリング及び
    プロジェクト管理
・ 資産管理
・ デジタル技術開発など

オイル・リテール

製油

電力

・ 中核企業：PTT OR
・ 国内1,997ヵ所*のガソリンスタンド運営
・ その他外食チェーンも運営

・ 中核企業：Thai Oil、PTT GC、IRPC
・ 国内最大製油グループで、
     マーケットシェア50%以上

石油化学
・ 中核企業：PTT GC、IRPC
・ 石油化学品（自動車部品やポリマー系
     建材など）をタイ・アセアンに出荷

・ 中核企業：GPSC
・ グループ内発電・送電インフラ展開、
     送電網管理

業種 オイル及び製造業
設立 1978年
オーナー タイ財務省 (51.1%)
従業員数 4,616名 (PTT)
 24,680名 (関連会社)

既
存
事
業
か
ら
の
多
角
化
が
カ
ギ

　
今
年
に
入
っ
て
同
社
は
グ
ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン“Pow

e-
ring Life w

ith Future Energy and Beyond”

を

発
表
し
た
。そ
の
骨
子
は
既
存
事
業
を
強
化
し
な
が
ら

も
、エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
未
来
型
エ
ネ
ル
ギ
ー（F

uture 
E
nergy

）事
業
の
開
拓
と
、新
規
領
域（B

eyond 
Energy

）への
参
入
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
結
果
と
し
て
足
元
の
中
核
事
業
で
あ
る
石
油・ガ
ス

　タイをはじめとするアジア各国で絶大な影響力を持つ
財閥系コングロマリット。足元のコロナ禍、東南アジアを
代表する企業の勢力図や経営方針はどのように変化して
いるのか、RCEPを見据えた域内での競争力向上をどの
ように実現させようとしているのかなど、本連載では解説し
ていく。今回は国営の資源最大手PTTを取り上げる。

PTT Public Company Limited2V
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池上 一希
Managing Director

MU Research and Consulting (Thailand) Co., Ltd.

金 勲貞
Senior Consultant

キム　フンジョン

変貌を遂げるアジアのコングロマリット
変貌を遂げるアジアの

コングロマリット

日系自動車メーカーでアジア・中国の事
業企画を担当。2007年に当社入社。
大企業向けの欧米、中国、アセアン市
場での事業戦略構築案件を中心に活
動。18年2月より現職。バンコクを拠点
に東南アジアへの日系企業の進出戦
略構築、実行支援、進出後企業の事業
改善等のテーマに取り組む。

韓国で大学卒業後、主に米国系事業
会社にて営業支援、人事、マーケティン
グなどを経験。2006年に渡日、一橋大
学大学院にてMBA取得後、日系大手
事業会社で人事、国際業務、新規事業
企画などを歴任。15年よりタイに移住、
日系企業タイ現地法人にてマーケティ
ング、人事、その他管理全般を経験。18
年に当社入社。

PTT Public Company Limited 企業概要

　PTT Public Company Limited、略してPTTは1978年、タイ国内の石油および石油関連事業運
営を目的に、タイ石油公社（Petroleum Authority of Thailand）としてタイ工業省直轄で設立され
た。以降、民営化の追い風に乗り、2001年、政府が51%以上を保有することを前提としてタイ石油
公社から株式会社へと変更。同年内に登記資本金200億THBでタイ証券取引所に上場した。現
在、タイの財務省が51.1%を保有しており、最大株主となっている。

◆ 基本情報

　20年末時点では、23の子会社及び合弁5社、系列会社6社など30社以上にてグループは構成さ
れており、21年5月末時点のグループ時価総額は2兆6,630億バーツ（約850億USD）と、タイ上場企
業の時価総額全体の15%を占めている。また、Fortune Global 500にランクインしている唯一のタイ
企業でもある。

◆ グループ構成

　中核事業である石油・ガス事業は自社で手掛けつつも周辺事業はグループ会社が担い、広範な
事業分野をカバーしている。川上の探査・採掘などの事業はグループ子会社であるPTT EPやPTT 
LNGなどが中心となって行い、川下であるリテール、最終商品生産、新規事業などはPTT ORや
Thai Oil、PTTGC、IRPCなどの子会社が担っている。

◆ 事業内容

　昨年5月、組織改編により同社に30年間務めてきたAuttapol Rerkpiboon氏が、10代目となる代表
取締役兼会長として任命された。原油価格の下落、新型コロナウイルス蔓延による経済低迷による危
機対応への取り組みについて、本人のリーダーシップや決断力が評価されての任命とされている。

◆ 直近の動き



Tel：＋66(0)92-247-2436
E-mail：kazuki.ikegami@murc.jp（池上）
【事業概要】 タイおよび周辺諸国におけるコンサルティング、リサーチ事業等

MU Research and Consulting（Thailand）Co., Ltd.

　
タ
ニ
ン
氏
自
身
、初
代
総
帥
エ
ー
ク
チ
ョ
ー・チ
エ
ン

ワ
ノ
ン
氏
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
中
国
市
場
への
投

資
に
は
思
い
入
れ
が
あ
り
、習
近
平
国
家
首
席
と
コ

ン
タ
ク
ト
が
で
き
る
数
少
な
い
ア
ジ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ソ
ン
と
言
わ
れ
る
。既
に
C
P
グ
ル
ー
プ
に
お
け

る
中
国
事
業
は
全
体
売
上
の
36
%
と
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
る
。

　
近
年
は
中
国
中
信
集
団
公
司（
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）、

伊
藤
忠
グ
ル
ー
プ
と
の
提
携
が
話
題
と
な
っ
た
。２

０
１
４
年
に
業
務・資
本
提
携
を
組
ん
だ
C
P
グ
ル

ー
プ
と
伊
藤
忠
商
事
は
、15
年
に
中
国
最
大
の
コ
ン

グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
で
あ
る
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
へ
の
約
20
%
の
出

資
を
公
表
し
た
。両
グ
ル
ー
プ
が
折
半
出
資
し
た

投
資
規
模
は
約
1
0
0
億
米
ド
ル
で
あ
り
、日
本

企
業
に
よ
る
最
大
級
の
中
国
国
営
企
業
へ
の
投
資

と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
への
出
資
に
つい
て
は
様
々
な
説
が
あ

る
が
、当
時
の
共
産
党
政
権
が
促
進
す
る
国
有
企

業
の
国
際
化
の
観
点
か
ら
C
P
グ
ル
ー
プ
に
声
が

掛
か
っ
た
も
の
の
、当
時
は
単
独
で
の
大
型
資
本
参

加
は
荷
が
重
く
、日
泰
の
大
型
提
携
に
繋
が
っ
た
と

い
う
構
図
が
想
定
さ
れ
る
。

後
継
は
三
男
、実
力
主
義
を
徹
底

　
3
点
目
の
同
グ
ル
ー
プ
で
貫
か
れ
る
実
力
主
義

の
徹
底
に
つ
い
て
は
、17
年
に
公
表
さ
れ
た
3
代
目

への
後
継
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
そ
れ
ま
で
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
関
連
会
社
と
中
国
事

業
を
中
心
に
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き
た
長
男
ス
パ
キ

ッ
ト
氏（
現
会
長
）と
、True

を
中
心
と
し
た
通
信

事
業
を
担
当
し
て
き
た
三
男
ス
パ
チ
ャ
イ
氏（
現

C
E
O
）で
後
継
者
レ
ー
ス
が
な
さ
れ
て
い
た
と
想

像
さ
れ
る
。

　
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
際
、True

事
業
の
倒
産
危

機
を
乗
り
越
え
、着
実
に
経
営
者
と
し
て
実
績
を

積
ん
だ
ス
パ
チ
ャ
イ
氏
が
ト
ッ
プ
と
し
て
妥
当
と
判

断
さ
れ
た
の
は
、今
後
の
企
業
経
営
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
化
の
加
速
へ
の
期
待
も
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

　
ス
パ
チ
ャ
イ
氏
の
影
響
か
ら
か
、同
氏
の
長
男
コ
ラ

ワ
ッ
ド
氏
も
わ
ず
か
17
歳
の
時
に
、Eko

と
い
う
ビ
ジ

ネ
ス
用
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
を
開
発
す
る
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
創
業
。伊
藤
忠
商
事
含
む
大
手

数
社
か
ら
３
０
０
０
万
米
ド
ル
程
度
の
投
資
を
受

け
、起
業
家
と
し
て
の
D
N
A
を
継
い
で
い
る
。

　
タ
ニ
ン
氏
自
身
も
創
業
者
の
四
男
か
ら
抜
擢
を

さ
れ
て
い
る
。足
元
で
第
4
世
代
の
経
営
参
画
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、今
後
の
権
限
移
譲

が
ど
の
よ
う
に
進
む
か
に
つい
て
も
興
味
深
い
。

　
企
業
理
念
は
国
、地
域
社
会
、そ
し
て
自
社
に

利
を
も
た
ら
す「3 Benefit

」。同
社
の
幹
部
養
成

も
兼
ね
た
教
育
機
関Panyapiw

at Institute of 
M
anagem

ent

（
P
I
M
）で
の
カ
リ
キ
ュラ
ム
に
は

風
水
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、今
後
と
も
ア
ジ
ア

的
な
価
値
観
を
大
切
に
し
つ
つ
、世
界
レ
ベ
ル
の
財

閥
と
し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
志
向
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。

拡
大
を
続
け
、現
在
１
万
２
０
０
０
店
舗
と
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
ブ
ラ
ン
ド
で
は
日
本
に
次
ぐ
世
界
で
２
番

目
の
数
を
誇
る
。日
系
消
費
財
メ
ー
カ
ー
か
ら
も

〝
C
P
な
し
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
が
ま
ま
な
ら
な
い
〞と

言
わ
し
め
る
ほ
ど
、小
売
市
場
で
圧
倒
的
な
存
在

感
を
有
す
る
。

開
放
直
後
に
中
国
進
出
、柱
に
成
長

　
２
点
目
に
つい
て
は
、中
国
が
１
９
７
８
年
に
改
革

開
放
政
策
に
舵
を
切
っ
て
す
ぐ
に
着
手
し
た
中
国

事
業
が
挙
げ
ら
れ
る
。79
年
に
外
資
企
業
と
し
て
初

め
て
中
国
に
進
出
し
、中
国
で
外
資
企
業
に
付
与
さ

れ
る
営
業
許
可
証
の
番
号
は「
0
0
0
0
1
」。

　タイをはじめとするアジア各国で絶大な影響力を持つ
財閥系コングロマリット。足元のコロナ禍、東南アジアを
代表する企業の勢力図や経営方針はどのように変化して
いるのか、RCEPを見据えた域内での競争力向上をどの
ように実現させようとしているのかなど、本連載では解説し
ていく。今回はタイ最大財閥のCPグループを取り上げる。

CPグループ3V
OL

池上 一希
Managing Director

MU Research and Consulting (Thailand) Co., Ltd.

金 勲貞
Senior Consultant

キム　フンジョン

変貌を遂げるアジアのコングロマリット
変貌を遂げるアジアの

コングロマリット

日系自動車メーカーでアジア・中国の事
業企画を担当。2007年に当社入社。
大企業向けの欧米、中国、アセアン市
場での事業戦略構築案件を中心に活
動。18年2月より現職。バンコクを拠点
に東南アジアへの日系企業の進出戦
略構築、実行支援、進出後企業の事業
改善等のテーマに取り組む。

韓国で大学卒業後、主に米国系事業
会社にて営業支援、人事、マーケティン
グなどを経験。2006年に渡日、一橋大
学大学院にてMBA取得後、日系大手
事業会社で人事、国際業務、新規事業
企画などを歴任。15年よりタイに移住、
日系企業タイ現地法人にてマーケティ
ング、人事、その他管理全般を経験。18
年に当社入社。

主
要
分
野
で
寡
占
化
が
進
展

タ
ニ
ン
氏
の
手
腕
で
拡
大

　
Ｃ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
顕
在

化
し
、各
社
が
投
資
に
つ
い
て
様
子
見
の
傾
向
を
強

め
る
中
で
も
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、各
分

野
で
積
極
的
な
投
資
を
敢
行
。2
0
2
0
年
の
大

手
小
売T

esco

社
の
タ
イ・マ
レ
ー
シ
ア
事
業
の
買

収（
推
定
1
0
6
億
米
ド
ル
）、21
年
は
通
信
分
野

に
お
け
る
業
界
３
位
のdtac

社
と
の
合
併（
推
定

約
75
億
米
ド
ル
）な
ど
大
型
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
次
々

と
実
現
さ
せ
て
い
る
。

　
C
P
グ
ル
ー
プ
発
の
ユ
ニコ
ー
ン
企
業
※
1
も
21
年

に
誕
生
し
た
。「T

rueM
oney

」の
サ
ー
ビ
ス
展
開

を
手
掛
け
る
電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
ア
セ
ン
ド
マ
ネ

ー
社
で
あ
る
。Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ス
パ
チ
ャ
イ
氏
肝
い
り
の
事

業
で
、す
で
に
A
S
E
A
N
域
内
６
ヵ
国
に
展
開
。

同
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
も
ア
ジ
ア
の
金
融
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
に
お
け
る
成
長
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。

　
Ｃ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
が
タ
イ
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
を
代

表
す
る
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
へ
と
成
長
し
た
背
景
に

は
、中
興
の
祖
で
あ
る
タ
ニ
ン
氏（
現
グ
ル
ー
プ
上
級

会
長
）の
優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
手
腕
が
あ
る
。

　
1
9
7
0
年
に
２
代
目
と
し
て
25
歳
と
い
う
若

さ
で
次
期
ト
ッ
プ
に
抜
擢
さ
れ
て
以
降
、同
グ
ル
ー

プ
は
国
際
化
お
よ
び
事
業
の
多
角
化
に
成
功
す

る
。タ
ニ
ン
氏
はF

orbes

の
世
界
富
豪
ラ
ン
キ
ン
グ

で
1
0
3
位（
2
0
2
1
年
）に
つ
け
る
タ
イ
一の
富

豪
で
あ
る
。

※
1
　
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
：
企
業
評
価
額
が
10
億
ド
ル
以
上
で
設

立
10
年
以
内
の
非
上
場
の
ベン
チ
ャ
ー
企
業
を
指
す

垂
直
統
合
で
事
業
拡
大
、ア
ジ
ア
の
厨
房
へ

　
C
P
グ
ル
ー
プ
拡
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
垂
直
統
合
、

中
国
事
業
、実
力
主
義
で
あ
る
。

　
ま
ず
1
点
目
の
垂
直
統
合
に
つ
い
て
は
、農
業
か

ら
始
ま
り
食
肉
処
理
、食
品
加
工
、小
売
、レ
ス
ト

ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
な
ど
、川
中・川
下
に
事
業
を
有
機
的

に
繋
げ
、市
場
に
お
け
る
存
在
感
を
高
め
て
き
た
。

　
今
日
で
は
タ
ニ
ン
氏
自
ら
自
社
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

を「
世
界
の
厨
房
」と
例
え
る
ほ
ど
の
多
様
性
を
誇

る
が
、垂
直
統
合
の
過
程
で
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
な
っ

た
の
は
、１
９
８
８
年
に
ア
メ
リ
カ
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

社
か
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
を
受
け
展
開
し
た
コ
ン
ビ
ニ
事

業
で
あ
る
。

　
自
社
製
品
を
販
売
す
る
販
路
を
手
に
入
れ
た

点
は
も
と
よ
り
、グ
ル
ー
プ
内
に
開
発
、調
達
、物

流
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
組
織
を
置
い
て
最
大
限

活
用
し
な
が
ら
、本
事
業
の
食
品
加
工
事
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
て
タ
イ
人
の
好
み
に
合
わ
せ
た
食
品

を
開
発
し
、本
業
と
の
相
乗
効
果
も
高
ま
っ
た
。

　
特
定
地
域
に
集
中
し
て
展
開
す
る
ド
ミ
ナ
ン
ト

戦
略
に
よ
り
年
５
０
０
〜
８
０
０
店
舗
の
勢
い
で

業種 食料品、通信、小売 等

設立 1921年

グループ会社 200社以上（世界21ヵ国）

従業員数 延べ36万人

総売上 630億米ドル（2020年）

　コンビニエンスストアのセブンイレブンやスーパーマーケットのロータス、食
料品卸売のマクロなど、タイに住む人なら誰もが知っているであろう店舗を展
開するタイ最大の民間企業CPグループは、1919年に中国からやってきたChia 
Ek ChorとChia Seow Hui兄弟が、21年に開業した小さな種の輸入店舗Chia 
Tai社から始まった。今は農業・食品だけでなく小売、メディア・通信、IT、不動産、
自動車、製薬まで、様々な分野でその存在感を発揮する巨大多国籍コングロマ
リットへと発展した。現在の中核事業は大きく分けて食品、小売、デジタルの３
つ。原点である農業・食品分野においては動物飼料事業で世界1位、畜産事業
で世界第4位、養鶏事業では世界6位など世界有数の企業に成長している。

農業・食品農業・食品

グループの中核企業。動物飼料の生
産、養鶏・養豚・エビの養殖から食肉
生産、食品加工等まで行う。世界
17ヵ国に子会社を持ち、40ヵ国以上
に輸出し、売上の63%が海外から

C.P. Food PCL

小売・流通小売・流通

種、肥料・農薬生産、コメ生産、農
場運営、農業技術の開発等

Chia Tai 

中国で種や飼料、養豚、養鶏、食
品事業を展開

C.P. China（中）

ペットフード事業

Perfect Companion
Group

国内コンビニ最大手、セブン・イレ
ブンを運営。全国に12,430店舗
（2020年）

CP All PCL

業務用食材卸売のマクロ、直近の
買収でTesco Lotusから看板替え
した大型スーパーLotusを運営

Siam Makro

中国でCP LotusやCP 
Freshmartを運営

C.P. Lotus Corp.（中）

メディア・通信・EC・デジタルメディア・通信・EC・デジタル

1990年に新規領域として電話通
信分野に参入、2000年代に入り
高速データ通信、WiFiサービス、
国際電話、ブロードバンドインタ
ネットサービスなどを次々と加え、
通信事業でAISに次ぐ業界2位

True Corp PCL

WeMallなどのECプラットフォーム
を運営

Ascend Group

自動車・工業製品自動車・工業製品

中国の自動車メーカーとの合弁
でタイで四輪を販売

MG Sales
（Thailand）

中国の自動車メーカーとの合弁で
タイでトラック等を販売

CP FOTON

不動産開発不動産開発

タイで住宅・オフィス向け不動産
開発・運営

CP Land

中国で不動産開発事業を展開

Chia Tai Land（中）

金融・投資金融・投資

中国の大手銀行・保険会社の筆頭株
主として金融サービスにも関与

Ping An
Insurance （中）

医薬品医薬品

中国で肝炎や心脳疾患の治療薬
を製造・販売

SINO
Biopharmaceutical

Charoen Pokphandグループ 関連企業 （出所：CP GroupのHPよりMURC作成）

 企業概要

（出所：CP GroupのHPよりMURC作成、年齢は2021年年末時点）

親子

親子

親子

親子

兄弟
創業者

2代目

3代目

4代目

Jaran Chiaravanont
Montri Jiaravanont
Sumit Jiaravanon

長男

次男

三男

タニン 氏
Danin Chearavanont

82歳四男

Chia Ek Chor兄 Chia Seow Hui 弟

Group Senior Chairman
CP Group

スパキット 氏
Soopakij Chearavanont

58歳長男

Chairman:
CP Group / CP Food /CP All

スパチャイ 氏
Suphachai Chearavanont

54歳三男

CEO: CP Group
Vice Chairman: CP Food / CP All
Chairman: True Corp /Siam Makro

ナロン 氏
Narong Chearavanont

56歳次男

Co-Vice Chairman:CP Lotus Corp
Director: CP All / True Corp /
 　Siam Makro

タニット 氏
Tanit Chearavanont

長男

Managing Director:LOTS Wholesale Solutions
（Siam Makroの子会社）

コラワッド 氏
Korawad Chearavanont

長男

CEO/創業者:Amity Corp（旧Eko）

27歳32歳

CPグループのトップ



Tel：＋66(0)92-247-2436
E-mail：kazuki.ikegami@murc.jp（池上）
【事業概要】 タイおよび周辺諸国におけるコンサルティング、リサーチ事業等

MU Research and Consulting（Thailand）Co., Ltd.

ハ
ウ
を
吸
収
す
る
狙
い
も
含
ま
れ
て
い
た
と
推
察
さ

れ
る
。

　
近
年
は
周
辺
国
への
拡
張
に
も
意
欲
的
で
、小
売

のB
ig C

事
業
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、ラ
オ
ス
に
も
展
開
を

始
め
て
い
る
。特
に
、グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
最
も
有
望

と
さ
れ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、ド
イ
ツ
の
メ
ト
ロ
グ
ル

ー
プ
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の「M

etro Cash &
 Carry

」、

同
国
最
大
の
ビ
ー
ル
製
造
企
業「Saigon Beer

」、

乳
製
品
最
大
手「V

inam
ilk

」への
出
資
な
ど
幅
広

く
、第
２
の
Ｔ
Ｃ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
創
業
と
も
言
え
る

垂
直
型
の
事
業
創
出
が
行
わ
れ
て
い
る
点
は
見
逃

せ
な
い
。

大
型
不
動
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

「O
ne B

angkok

」 

に
熱
視
線

　
近
年
、同
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
に
お

い
て
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
大
型
不

動
産
開
発「O

ne Bangkok

」プ
ロ
ジ
ェク

ト
だ
ろ
う
。グ
ル
ー
プ
子
会
社
2
社
の
合

弁
に
よ
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、バン
コ
ク
中

心
部
の
総
面
積
16・7
h
a
の
土
地
に
造

成
さ
れ
る
タ
イ
最
大
の
複
合
施
設
の
開

発
の
た
め
に
、35
億
米
ド
ル
が
投
資
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。六
本
木
ヒ
ル
ズ
2
つ
分

の
敷
地
に
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
の
み
で
5
棟
、

バ
ン
コ
ク
最
高
層（
4
3
0
m
）と
な
る
予

定
の
リ
ッツ
カ
ー
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
が
建
設
さ

れ
る
な
ど
、バ
ン
コ
ク
を
代
表
す
る
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
は
日
系
企

業
側
の
動
向
も
注
視
し
た
い
。例
え
ば
、

三
井
物
産
と
東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

は
地
域
冷
房
事
業
お
よ
び
電
力
の
配
電
事
業
を
手

掛
け
る
他
、三
菱
電
機
は
昇
降
機
２
７
８
台
の
受

注
が
決
ま
る
な
ど
、大
型
の
受
託
に
繋
が
って
い
る
。

　
ま
た
竣
工
後
の
周
囲
へ
の
影
響
も
気
に
な
る
と

こ
ろ
。６
万
人
ク
ラ
ス
の
人
口
を
抱
え
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
小
都
市
の
出
現
に
よ
り
、今
後
の
不
動

産
市
況
へ
の
影
響
や
都
心
回
帰
に
よ
る
働
き
方
改

革
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
。

　
現
在
、Ｔ
Ｃ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
経
営
は
チ
ャ
ロ
ン
氏
夫

婦
の
５
人
の
子
ど
も
が
各
部
門
の
中
核
会
社
に
お

け
る
経
営
を
担
う
な
ど
、徐
々
に
権
限
移
譲
が
進

ん
で
い
る
が
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
否
が
第
2
世

代
に
お
け
る
さ
ら
な
る
事
業
拡
大
に
影
響
を
及
ぼ

す
で
あ
ろ
う
、肝
入
り
の
案
件
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

飲
料
部
門
に
お
け
る
非
ア
ル
コ
ー
ル
部
門
強
化
と

海
外
事
業
の
拡
大
に
舵
を
切
って
い
る
よ
う
に
見
ら

れ
る（
図
表
1
）。

　
同
氏
は
、グ
ル
ー
プ
が
持
っ
て
い
る
飲
料・食
品
事

業
の
成
否
は
物
流
を
含
む
流
通
網
の
拡
大
に
あ
る

と
強
調
し
て
お
り
、01
年
に
は
流
通・製
造
事
業
中

核
企
業
と
し
て
創
業
1
4
0
年
の
食
品・消
費
財

中
心
の
商
社「Berli Jucker PCL

」を
買
収
、グ

ル
ー
プ
の
物
流
機
能
を
獲
得
し
た
。12
年
に
実
施

し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
食
品・飲
料
大
手「F
raser 

&
 N
eave

」の
買
収
も
、同
社
の
飲
料
事
業
だ
け
で

は
な
く
不
動
産
、倉
庫・物
流
な
ど
に
対
す
る
ノ
ウ

　タイをはじめとするアジア各国で絶大な影響力を持つ財
閥系コングロマリット。足元のコロナ禍、東南アジアを代表す
る企業の勢力図や経営方針はどのように変化しているの
か、RCEPを見据えた域内での競争力向上をどのように実
現させようとしているのかなど、本連載では解説していく。今
回はタイ5大財閥の一つ、TCCグループを取り上げる。

TCCグループ４V
OL

池上 一希
Managing Director

MU Research and Consulting (Thailand) Co., Ltd.

金 勲貞
Senior Consultant

キム　フンジョン

変貌を遂げるアジアのコングロマリット
変貌を遂げるアジアの

コングロマリット

日系自動車メーカーでアジア・中国の事
業企画を担当。2007年に当社入社。
大企業向けの欧米、中国、アセアン市
場での事業戦略構築案件を中心に活
動。18年2月より現職。バンコクを拠点
に東南アジアへの日系企業の進出戦
略構築、実行支援、進出後企業の事業
改善等のテーマに取り組む。

韓国で大学卒業後、主に米国系事業
会社にて営業支援、人事、マーケティン
グなどを経験。2006年に渡日、一橋大
学大学院にてMBA取得後、日系大手
事業会社で人事、国際業務、新規事業
企画などを歴任。15年よりタイに移住、
日系企業タイ現地法人にてマーケティ
ング、人事、その他管理全般を経験。18
年に当社入社。

要
人
を
掌
握
す
る
創
業
者
の
手
腕

後
発
か
ら
新
境
地
を
開
拓

　
Ｔ
Ｃ
Ｃ（T

hai Charoen Corporation

）グ
ル

ー
プ
の
主
力
事
業
で
酒
類・飲
料
企
業
の
看
板
ブ
ラ

ン
ド
で
あ
る「
ビ
ア・チ
ャ
ー
ン
」に
つ
い
て
知
ら
な
い

人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。こ
の
商
品
を
知
る
こ
と
で
同

グ
ル
ー
プ
の
特
徴
が
透
け
て
見
え
て
く
る
。

　
ま
ず
は
、後
発
で
の
参
入
と
い
う
点
で
あ
る
。従

来
タ
イ
の
ビ
ー
ル
市
場
は「
シ
ン
ハ
」ブ
ラ
ン
ド
で
有

名
な
ブ
ン
ロ
ー
ト・ブ
ル
ワ
リ
ー
が
実
質
独
占
状
態
で

あ
っ
た
が
、１
９
９
１
年
に
ビ
ー
ル
事
業
に
参
入
。大

衆
層
向
け
の
安
価
な
価
格
攻
勢
と
、後
発
ゆ
え
に
、

代
理
店・卸
を
う
ま
く
活
用
し
た
販
路
開
拓
に
よ

り
10
年
近
く
で
市
場
シ
ェ
ア
の
過
半
を
占
有
す
る

な
ど一
定
の
地
位
を
築
い
た
。後
発
と
い
う
点
で
は
、

企
業
グ
ル
ー
プ
の
歴
史
が
比
較
的
浅
い
点
も
同
様

で
あ
る
。後
述
す
る
グ
ル
ー
プ
総
裁
の
チ
ャ
ロ
ン・シ

リ
ワ
タ
ナ
パ
ク
デ
ィ
ー（Charoen Sirivadhanabha-

kdi

）氏
が
創
業
メ
ン
バ
ー
と
し
て
君
臨
す
る
な
ど
す

で
に
３
、４
代
目
に
経
営
が
移
行
し
て
い
る
他
の
財

閥
グ
ル
ー
プ
と
は一線
を
画
し
て
い
る
。

　
次
に
、当
局
と
の
関
係
構
築
の
妙
で
あ
る
。同
グ

ル
ー
プ
の
そ
も
そ
も
の
成
り
立
ち
は
酒
類
、ウ
イ
ス

キ
ー
事
業
だ
。チ
ャ
ロ
ン
氏
が
17
歳
の
時
、酒
造
会

社
に
原
材
料
を
配
達
す
る
従
業
員
と
し
て
仕
事
を

始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。そ
の
後

は
、ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得
て
国
営
の
独
占
ウ
イ

ス
キ
ー
製
造
会
社
の
経
営
権
を
取
得
。不
採
算
の

同
業
他
社
の
買
収
に
加
え
、85
年
に
は
当
時
国
が

保
有
し
て
い
た
ウ
イ
ス
キ
ー
の
酒
造
権
の
民
間
入
札

の
落
札
に
も
成
功
し
た
。酒
類
と
い
う
規
制・制
約

の
多
い
業
種
に
お
い
て
、次
々
と
新
境
地
を
開
拓
し

て
いっ
た
同
社
の
成
功
要
因
と
し
て
は
、当
局
や
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
と
の
関
係
を
活
用
し
た
チ
ャ
ロ
ン
氏
の
才

覚
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

M
＆
Ａ
が
グ
ル
ー
プ
の
急
速
な
成
長
源
に

　
チ
ャ
ロ
ン
氏
は「
買
収
の
帝
王
」と
も
言
わ
れ
る
。

後
発
で
あ
る
同
グ
ル
ー
プ
の
拡
大
の
背
景
に
は
積
極

的
な
M
＆
Ａ
の
活
用
が
あ
る
。同
グ
ル
ー
プ
の
変
遷

を
見
る
と
創
業
か
ら
2
0
0
0
年
前
後
ま
で
は
酒

類
事
業
の
拡
大
お
よ
び
金
融・不
動
産
へ
の
参
入
、

00
年
代
は
小
売
り・卸
へ
の
垂
直
統
合
、10
年
代
は

業種 飲料、不動産、小売 他

設立 1960年

グループ会社 １００社超（世界10ヵ国以上）

従業員数 延べ６万人

総売り上げ 540億米ドル（2020年）

　TCCグループは飲料・食品部門以外にも流通・製造部門、不動産開発部門、
金融部門、農業部門の5つの事業グループにて構成されている。事業のコアは、
東南アジアでも最大級の酒類・飲料企業を筆頭とした飲料・食品部門で、酒類
のみならずノンアルコール事業にも積極的に参入。日本食レストランや即席食
品を展開するOishiグループを有する他、パッケージング分野も自ら手掛けるこ
とで一気通貫で事業の展開が可能である。また、同部門以外にも川上の農業分
野から川下の総合商社「Berli Jucker PCL」（01年買収）、タイを代表する小売
ブランドであるハイパーマートの「Big C」（16年買収）まで事業範囲を拡大させ
ており、典型的な垂直統合型の企業グループと言える。

食品・飲料グループ 食品・飲料グループ 製造・流通グループ製造・流通グループ 不動産グループ不動産グループ 金融・保険グループ金融・保険グループ

農業・農産業グループ農業・農産業グループ

TCC展開事業および主要グループ会社 出所：TCC GroupのHPよりMURC作成

 企業概要

・アルコール飲料
・ノンアルコール飲料
・冷凍・即席食品
・自社及び外資飲食サービス

・小売（Big C Supercenter)
・卸売（Metro Cash & Carry）
・食品・日用品・消費財の製造
・物流
・医療機器、医薬品
・ITソリューション

・商業施設
・CBDエリアにおける150万㎡のオフィス
・ホテル、レジデンス
・コンベンションセンター
・ゴルフコース
・コミュニティー開発

・Southeast Groupを通じて損害・生
命保険、リース、不動産賃貸など

・ゴム、パイナップル、パー
ムオイル、コーヒーなどの
プランテーション、加工
・砂糖、サトウキビ、福産物
からの発電など

出所 https://onebangkok.com26年完成見込みの「One Bangkok」

保険

商業不動産

ホテル

ホテル

商社

不動産開発

食品・飲食

飲料

飲料

卸売

小売

飲食

酒類

飲料

酒類

飲食

1988

1989

1994

1997

2001

2007

2008

2011

2012

2016

2016

2017

2017

2017

2017

2019

Southeast Insurance Company

Panthip Plaza Group

Imperial Hotel Group

Plaza Athenee Hotel

Berli Jucker PCL

Univentures PCL

Oishi Group

Serm Suk PCL

Fraser & Neave Co., Ltd.（シンガポール）

Metro Cash & Carry

Big C Supercenter

KFCのフランチャイズ店舗

Saigon Beer （SABECO、ベトナム）

Vinamilk（ベトナム）

Grand Royal Group（ミャンマー）

Starbucksのタイ事業

N/A（39.5%）

N/A

ホテル7棟

N/A

1.3億USD（84%）

N/A

2.1億USD（100%）

5.1億USD（65%）

72億USD（30.36%）

8.8億USD（19店舗）

34億USD

252店舗

65億USD（53.59%）

8.5億USD（17%）

5億USD（50%）

4.5億USD

時期 事業分野 買収企業・アセット 買収金額（株式%）など

2010年~

2000年代

~2000年

TCCが行った主要M&A図表１


